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《マニュアル内の表記について》
本マニュアル内では製品の名称を本製品と表記します。

区別が必要な場合は製品型番で表記します。

第第11章章　　ははじじめめにに
本製品の概要と各部の名称について説明します。必ずお読みください。

◆◆ 必必ずずおお読読みみくくだだささいい ◆◆

第第22章章　　イインンスストトレレーーシショョンン（（通通常常ののススイイッッチチととししててごご使使用用ににななれれまますす））
本製品の設置方法およびネットワークへの接続方法について説明します。必ずお読みください。

第第33章章　　ココンンソソーールルポポーートトをを使使用用ししたた設設定定のの準準備備
本製品の設置方法およびネットワークへの接続コンソールポートを使用して本製品の設定を行うための準備について説

明します。本製品の各機能を設定する場合にお読みください。

第第44章章～～第第77章章　　ココンンソソーールルポポーートトをを使使用用ししたた設設定定
コンソールポートを使用した、本製品のVLAN機能、SNMP、Trunk機能等の各機能の設定、

統計情報の表示等の方法について説明します。

◆◆ ごご使使用用方方法法 ◆◆

Autonegotiation機能について説明します。

付付録録BB AAuuttoonneeggoott iiaatt iioonn機機能能ににつついいてて

複数のハブをカスケード接続する場合の制限について説明します。

付付録録CC カカススケケーードド接接続続のの制制限限

オプションで用意されている100Base-FX MII モジュールについて説明します。

付付録録DD オオププシショョンンモモジジュューールルののイインンスストトーールルとと製製品品仕仕様様

本製品の製品仕様です。

付付録録EE 仕仕様様

ここののママニニュュアアルルのの構構成成ここののママニニュュアアルルのの構構成成
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ははじじめめにに

第第11章章

1

11..  概概要要

本製品はIEEE802.3 10BASE-TおよびIEEE802.3u 100BASE-TX規
格に準拠したラックマウント・サイズのファストイーサネット・マネージ
メント・スイッチです。Autonegotiationに対応したRJ-45 STPポート
を24ポートと背面にMIIインターフェイススロットを1スロット装
備しています。
本製品はポートベースVLAN機能やIEEE802.1dスパニングツリー
に対応しており、これらの規格に準拠したハブであれば他メーカの
ハブとの接続も可能です。VLAN機能は4グループまで構成するこ
とができます。
本製品はTrunk機能に対応しています。2台の本製品間を最大4ポート
を束ねて接続することにより、最大800Mbpsでの通信が可能となり
ます。
また、SNMP、Webベース・マネジメント、Telnet、コンソールなど
の管理機能を装備しておりシステム管理者の負担を軽減します。

第第
１１
章章
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●IEEE802.3 10BASE-T、IEEE802.3u 100BASE-TX規格に準拠
●100BASE-TX/10BASE-T接続用のRJ-45 STPポートを24ポート装備
●MIIインターフェイススロットを1スロット装備（ポート12と共用）
●他のハブとの接続用のアップリンクポートを装備
（ポート1と共用スイッチによる切り替え）
●Autonegotiation機能により、転送速度（100/10Mbps）および転送
モード（全二重/半二重）を自動認識可能
●スイッチング方式はストア&フォワード方式に対応
●MACアドレステーブルを装備し、最高2,000のMACアドレスを自動学習可能
●12MByteのパケットバッファを装備
●フローコントロール対応
（全二重時IEEE802.3x、半二重時バックプレッシャー）
●標準19インチラックにマウント可能
●ポートベースVLAN（最大4グループ）に対応
●IEEE802.1ｄスパニングツリー準拠
●Trunk機能をサポート、2台の本製品間を最大800Mbosで通信可能
※トランク機能とスパニングツリー機能の併用は出来ません。

●Webブラウザ、Telnet、ターミナルなど各種の管理機能を装備
●SNMPV1 MIB-IIおよび拡張MIBに対応
●管理ターミナル接続用にRS-232Cコンソールポート（D-SUB9ピン）を装備

パッケージには以下の付属品が含まれます。
●FMX-24I本体
●マウント用金具×2
●ネジ
●ゴム足
●電源ケーブル
●シリアルケーブル
●このユーザーズ・マニュアル
不足品がある場合は、販売店または弊社テクニカルサポートまでお
問い合わせください。

22..  特特長長

33..  梱梱包包内内容容のの確確認認
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●前面ステッカー

＜＜ポポーートト11～～2244＞＞
100BASE-TX/10BASE-Tツイストペアケーブル接続用のRJ-45ポートです。
※ポート12は背面のMIIモジュールスロット同時に使用することは出来ません。

＜＜UUppll iinnkkポポーートト切切りり替替ええススイイッッチチ＞＞
ポート1を他のスイッチまたはリピータハブとのカスケード接続用
のアップリンクポートに切り替えます。

＜＜RRSS--223322CCココンンソソーールルポポーートト＞＞
コンピュータやターミナルを接続して本製品の設定管理を行うと
きに使用します。

＜＜PPoowweerr LLEEDD＞＞
本製品の電源を入れると点灯します。また本製品が自己診断テスト
を実行中は点滅します。

＜＜SSeellff--tteesstt LLEEDD＞＞
本製品の起動時にセルフテストを実行中に点滅します。

＜＜110000MM LLEEDD＞＞
100BASE -TXでポートのリンクが確立すると点灯します。
10BASE-Tでポートのリンクが確立した場合は消灯します。

＜＜LLiinnkk//AAcctt LLEEDD＞＞
ポートのリンクが確立すると点灯します。またポートでデータの送
受信中は点滅します。

＜＜110000MM--FFXX LLEEDD＞＞
背面のMIIモジュールスロットに100Base-FXモジュールがインス
トールされている場合に点灯します。

44..  各各部部のの名名称称

図1-1 前面パネル
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●背面パネル

＜＜MMII IIモモジジュューールルススロロッットト＞＞
オプションのMIIモジュールをインストールして使用することが可
能です。
※本製品のMIIモジュールスロットはポート12と共有です。

＜＜電電源源ススイイッッチチ＞＞
電源のON/OFFを行います。

＜＜電電源源ココネネククタタ＞＞
電源ケーブルを接続します。

●裏面ステッカー

＜＜品品番番＞＞
本製品の製品型番です。

＜＜シシリリアアルル番番号号＞＞
本製品のシリアルナンバーです。製品外箱に記載されているもの
と同じ番号です。ユーザ登録時に必要となります。また、製品故
障時などにサポートを受ける場合にも必要になります。

図1-2 背面パネル

図1-3 裏面ステッカー
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通常のリピータハブでは常にすべてのパケットがすべてのポート
に送信されます。またすべてのポートで帯域幅を共有するため、同
時に複数のパケットが送信されると衝突（コリジョン）が発生します。
スイッチングハブではパケットの宛先アドレスを調べて、宛先となっ
ている機器が接続されているポートにのみパケットを送信します。
これにより不要なパケットが送られるのを防ぎ、ネットワークの効
率を向上することが可能となります。
スイッチングハブはアドレステーブルと呼ばれる領域に各ポート
に接続されている機器のMACアドレスを記憶します。あるポート
がパケットを受信するとそのパケットの宛先アドレスをアドレス
テーブルから探して該当するポートにのみパケットを送信します。

スイッチングにはカットスルー、ストア&フォワード等の方式があ
ります。
カットスルー方式はパケットを受信すると即座に宛先アドレスを
調べて該当するポートにパケットを送信します。この方式ではパケット
のチェックは行われないのでエラーパケットも送信されてしまいます。
ストア&フォワード方式では受信したパケットを一旦ハブ内部のパ
ケットバッファに格納し、パケット長やCRCに異常がないか確認
します。そして正常なパケットのみを宛先ポートに対して送信し、
エラーパケットが送信されるのを防ぎます。
本製品ではスイッチング方式にストア&フォワード方式を採用しています。

第第
１１
章章

55..  ススイイッッチチンンググ・・テテククノノロロジジーーににつついいてて

図1-4 リピータハブとスイッチングハブの違い
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■■フフロローーココンントトロローールル
一般にスイッチングハブでは、内部のパケットバッファがオーバー
フローした場合、そのオーバーフローしたパケットは、すべてパケット
ロスになります。これを防ぐのがフローコントロールです。フロー
コントロールには、バックプレッシャー方式と、IEEE802.3xで定義
されているフローコントロールの2種類があります。バックプレッ
シャ方式は、半二重転送モード時において適用され、バッファがいっ
ぱいになるとコリジョン信号を送信し、データ送信を停止させオー
バーフローを防ぎます。IEEE802.3xで定義されているフローコン
トロールは全二重転送モード時に適用され、バッファがいっぱいに
なると、接続先にpauseコマンドを送信することによりデータの送
信を停止させ、オーバーフローを防ぎます。この方法ではpauseコ
マンドを認識するために、接続する相手のネットワーク機器もフロー
コントロールに対応している必要があります。現在、ほとんどのネット
ワークインタフェースカードは、IEEE802.3xフローコントロール
に未対応です。弊社製FNW-9800-Tは、他社に先駆けてIEEE802.3x
フローコントロールに対応しています。もし、スイッチングハブま
たは、ネットワークインターフェースカードがフローコントロール
に対応していない場合、スイッチングハブのパケットバッファがいっ
ぱいになっても、コンピュータはスイッチングハブにパケットを送
り続けます。このため、スイッチングハブのバッファがオーバーフ
ローし、オーバーフローしたパケットはすべてロスします。

ロスしたパケットの処理に関しては、上位のプロトコルに依存し
ますが、たとえば、TCP/IPでは、ロスしたパケットの再送をコン
ピュータに要求します。これにより、コンピュータは、パケットを
ロスし続けながらも何度もパケットを再送することになり、再送の
際にコンピュータのリソースを無駄に消費することになります。
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通常のリピータハブでは、ハブ同士のカスケード接続の段数に
10BASE-Tでは4段、100BASE-TXでは2段という制限があります。
スイッチングハブでは各ポートが別々のコリジョンドメインに分
割されるため、カスケード接続の段数の制限がなくなります。これ
によりルータやブリッジを使用することなく、ネットワークの拡張
を容易に行うことが可能となります。
以上のような機能によりスイッチングハブでは、通常のリピータハブ
に比べて格段にネットワーク効率やネットワークの拡張性を高め
ることが可能となるのです。

図1-5 フローコントロール



本製品はSNMP（Simple Network Management Protocol）に対応し
ています。SNMPはネットワーク管理端末（SNMPマネージャ）と
ネットワーク機器（SNMPエージェント）間のプロトコルを規定し
ています。SNMPを使用することによりネットワーク経由で本製品
の管理が可能となります。

■■SSNNMMPPトトララッッププににつついいてて
SNMPトラップとは、本製品上で発生する｢イベント｣についてユー
ザーに報告するためのメッセージのことです。イベントには、
Reboot（誰かが間違って本製品の電源を切った場合など）といった
深刻なものから、ポート上の状態変化といった比較的安全なものま
で様々な種類があります。本製品はイベントが発生するとトラップ
を作成し、ネットワーク管理者（トラップ管理者）に送信します。
トラップを受信するネットワーク管理者をIPアドレスにより指定
することができます。

本製品では、以下のトラップに対応しています。
｢｢AAuutthheenntt iiccaatt iioonn FFaaii lluurree｣｣
本製品上のアドレス（または管理者/ユーザー）が正規のユーザーの
ものでないことを示します。コミュニティ名（community name）
が間違って入力されていることが考えられます。

66.. SSNNMMPPににつついいてて
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■■MMIIBBににつついいてて
本製品内に格納されている管理情報はMIB（Managemen t
Information Base）と呼ばれています。本製品では、標準のMIB-IIモ
ジュールを採用しています。本製品内で保存されたMIB情報は、
SNMP対応であればどのネットワークマネージャ（ソフトウェア）
からでも参照することが可能となっています。また標準MIB-IIに加
え、本製品は独自のMIBを拡張MIBとして搭載しています。これら
のMIBも、ネットワークマネージャ側でMIBのOIDを指定すること
いより参照することができます。MIB情報には、読み出し専用のも
のと、読み書き両方が行えるものがあります。

読み出し専用のMIB変数は、本製品にプログラムされている定数か、
また本製品が稼動している間のみ変化する変数のいずれかとなり
ます。読み出し専用の定数の例としては、ポートの総数やポートの
種類などがあります。読み出し専用の変数には、発生エラー数のカ
ウンタや、ポートで送受信されたデータサイズなどがあります。

読み書き可能なMIB変数は、その大半がユーザー側で変更可能な設
定情報となっています。例えば、本製品のIPアドレスやスパニング
ツリー・アルゴリズムのパラメータ、各ポートの状態などがあります。

ご利用のSNMPソフトウェアがMIBの参照/変更機能をサポートし
ている場合は、本製品上のMIB情報の参照および変更を行うことが
できます。ただし、変更は書きこみ（write）可能なMIBに対しての
み実行することができます。またMIBの編集を行う場合は各MIBの
OIDを事前に把握しておく必要があるほか、各MIBを一つ一つ参照
する必要があるため、いくらか作業に時間がかかることがあります。

第第
１１
章章
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スパニングツリー・アルゴリズム（STA）を使用すると、通常使用
するプライマリ・パスが使用不可となった場合のためのバックアップ
パスを作成することができます（この場合、ネットワーク内には他
にいくつかスイッチまたはブリッジが必要となります）。これらの
バックアップパスは通常は使用されず、メインのパス上で何らかの
支障が発生した場合にはじめて有効となります。プライマリ・パス
が使用不可となると、本製品は自動的にこれらのバックアップを
立ち上げます。ユーザー側で操作を行う必要がないので、ユーザー
はネットワーク上での作業を通常通り続行できます。スパニングツ
リー・アルゴリズムの概念は複雑なため、使用される前によく理解
していただく必要があります。スパニングツリー・アルゴリズムの
設定を変更する前に、必ず以下の説明をお読みください。

■■ネネッットトワワーークク・・ルルーーププのの検検出出//回回避避
STAでは、2つのLAN間では常に1つのパスを使用します。1つ以上
パスがあると、転送されたパケットは無限にループしてしまいます。
STAはループしているパスを検出し、パスコスト（距離）の最も低
いパスを通常使用するアクティブパスに設定します。同時に、他の
パスを非常時用のバックアップパスとして設定します。

■■トトポポロロジジのの自自動動再再設設定定
プライマリパスが使用不可能となると、バックアップパスが自動的
に有効となります。このときSTAは自動的にネットワークのトポロジ
を再構成します。

77..  ススパパニニンンググツツリリーー・・アアルルゴゴリリズズムム
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■■SSTTAA動動作作レレベベルル
STAは、『ブリッジレベル」および「ポートレベル」の2つのレベル
で動作します。ブリッジレベルではSTAは各スイッチのBridge
Identifier（ブリッジ識別番号）を確認し、特定のスイッチをRoot
Bridge（ルートブリッジ）またはDesignated Bridge（指定ブリッジ）
に割り当てます。ポートレベルでは、STAはRoot Port（ルートポー
ト）とDesignated Port（指定ポート）の割り当てを行います。以下
にそれぞれの詳細を説明します。

◎◎ブブリリッッジジレレベベルルででのの動動作作

＜＜ルルーートトブブリリッッジジ＞＞（（RRoooott BBrriiddggee））
ネットワーク内でBridge Identifier（ブリッジ識別番号）が最も低い
スイッチを「ルートブリッジ」と呼びます。ネットワークの性能と
信頼性をできるだけ高めるためにも、ルートブリッジにはループ内
のスイッチの中で最も性能の高いものを選択してください。

＜＜ブブリリッッジジ識識別別番番号号＞＞（（BBrriiddggee IIddeenntt ii ff iieerr））
ブリッジ識別番号は、ユーザーが設定可能なBridge Priority（ブリッジ
優先順位)とスイッチのMACアドレスの両方を組み合わせて表示し
ます。たとえば、「4 00 90 CC 00 01 00」というブリッジ識別番号
では、ブリッジ・プライオリティは「4」となります。ブリッジ識
別番号は、低ければ低いほどそのスイッチの優先順位が高くなり、
ルートブリッジとして選ばれる可能性が高くなります。

＜＜DDeessiiggnnaatteedd BBrriiddggee＞＞（（指指定定ブブリリッッジジ））
各LANセグメント内で、ルートブリッジまでのルートパスコストが
最も低いブリッジが指定ブリッジとなります。指定ブリッジは、
データパケットをそのLANセグメントに対して送信します。LAN内
のどのスイッチも同じルートパスコストを持つ場合は、ブリッジ識
別番号が最も低いスイッチが指定ブリッジとなります。
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＜＜ルルーートトパパススココスストト＞＞
スイッチのルートパスコストは、ルートポートのパスコストと、パ
ケットが通過するすべてのスイッチのルートパスコストを合計し
たものとなります。ルートブリッジのルートパスコストは 0 となっ
ています。

＜＜ブブリリッッジジ優優先先順順位位＞＞
ユーザーが設定できるパラメータとなっており、値が少なければ少
ないほどそのスイッチの優先順位は高いと評価されます。優先順位
が高いほど、そのスイッチがルートブリッジとして選択される可能
性が高くなります。

◎◎ポポーートトレレベベルルででのの動動作作
＜＜ルルーートトポポーートト＞＞（（RRoooott PPoorrtt））
どのスイッチにも「ルートポート」というポートが割り当てられます。
ルートブリッジに向かって一番パスコストの低い（一番ルートブリッ
ジに近い）ポートがルートポートとなります。この条件を満たす
ポートが複数存在する場合は、ポート識別番号（Port Identifier）の
値が一番低いものがルートポートとなります。

＜＜指指定定ポポーートト＞＞（（DDeessiiggnnaatteedd PPoorrtt））
LANセグメント内の各指定ブリッジ（Designated Bridge）上にある
ポートを指します。

＜＜ポポーートト優優先先順順位位＞＞（（PPoorrtt PPrriioorrii ttyy））
この番号が低いほど、そのポートの優先順位は高くなります。優先
順位が高いほど、ルートポートとして選択される可能性が高くなり
ます。

＜＜パパススココスストト＞＞（（PPaatthh CCoosstt））
ユーザーが設定可能なパラメータで、STA規格によって変更される
ことがあります。STA規格では、100Mbpsセグメントには10のパス
コストが割り当てられるようになっています。また10Mbpsセグメン
トには100のパスコストが割り当てられます。
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■■ユユーーザザーーがが変変更更可可能能ななSSTTAAパパララメメーータタににつついいてて
本製品は、ほとんどの場合においてご購入時の設定のままでご使用
いただけるようになっています。また、変更がどうしても必要な場
合をのぞいて、なるべくご購入時の設定（工場出荷時のデフォルト
状態）でご利用になることをお奨めします。設定変更が可能なパラ
メータは以下の通りです。

＜＜BBrriiddggee PPrriioorrii ttyy＞＞（（ブブリリッッジジ優優先先順順位位））
0から65535までの値が設定可能となっており、0が最も高い優先順
位となります。

＜＜BBrriiddggee HHeell lloo TTiimmee＞＞
1～10秒までの値が設定可能です。ルートブリッジは、自分がルート
ブリッジであることを他のスイッチに示すため、BPDUパケットを
2回送信します。Bridge Hello Timeは、1回目のBPDUパケットを送っ
てから2回目の送信を行うまでの待ち時間です。本製品がルートブ
リッジでないときにBridge Hello Timeを設定した場合は、本製品が
実際にルートブリッジと設定された時点ではじめてHello Time設定
が有効となります。
なお、Hello Timeは後述のMax. Ageより長く設定することはできま
せん。Max Ageより長く設定すると設定エラーが発生しますので注
意してください。

＜＜BBrriiddggee MMaaxx.. AAggee＞＞
6～40秒の間で設定することができます。Max. Ageで設定した時間
が経過してもルートブリッジからのBPDUパケットが受信できない
場合、本製品は自分でBPDUパケットを他のすべてのスイッチに送
信し、ルートブリッジとなるための許可を得ようとします。この時
点で本製品のブリッジ識別番号（Bridge Identifier）が一番低い場合
は、本製品はルートブリッジとなります。
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＜＜BBrriiddggee FFoorrwwaarrdd DDeellaayy＞＞（（転転送送デディィレレイイ））
4～30秒の間で設定できます。転送ディレイとは、本製品が
「Blocking（ブロック）」状態から「Forwarding（転送）」状態に移行
する間に「Listening（リスニング）」状態でいる時間を指します。

＜＜PPoorrtt PPrriioorrii ttyy＞＞（（ポポーートトププラライイオオリリテティィ））
0～255の間で設定可能です。値が少ないほど、そのポートがルート
ポート（Root Port）として選ばれる可能性が高くなります。

上記の各パラメータを変更する場合は、以下の数式が示す条件の範
囲内で変更を行ってください。

1. Max. Age ≦ 2×（転送ディレイ- 1秒）
2. Max.Age ≧2×（Hello Time + 1秒）

注注意意
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■■実実際際ののSSTTAAのの動動作作例例
図1-6は、3台のブリッジ（またはスイッチ）が1つのループを形成し
ていることを示しています。この設定例では、STAが使用されない
と大きな支障が起こることが予想されます。例えばブリッジ1がパ
ケットをブリッジ2にブロードキャストすると、ブリッジ2は同じパ
ケットをブリッジ3に対してブロードキャストし、さらにブリッジ
3 はまったく同じパケットをブリッジ 1 にブロードキャストします。
このようにブロードキャストがループ状に繰り返されるため、ネッ
トワークに深刻な被害が発生します。
しかし、STAを使用すると上記の問題を解決することができます
（図1-7）。この例では、STAはブリッジ 1 とブリッジ 2 の間の接続
を遮断することによりループを切断しています。STAは、ブリッジ
およびポートの最新の設定内容を確認し、どの接続を遮断すべきか
を判断します。この例では、ブリッジ1がブリッジ 3 にブロード
キャストを行うと、ブリッジ 3 はブリッジ 2 に対してブロード
キャストを行い、そこでブロードキャストは終了します。
STAの設定は複雑ですので、なるべく設定内容は工場出荷状態のま
まにし、STAが自動的にルートブリッジやポートを割り当てたり、
ループの切断を行うようにしてください。STAパラメータのカスタ
マイズが必要な場合は以下の表5-1 を参照してください。

図1-7 STAルールを使用した場合1-3 フロー
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パラメータ 設定範囲 効果 備考
Bridge Priority 値が低いほど優先順位が高い 値が低いとルー
トブリッジになる可能性があがる 大規模ネットワーク内の
ワークグループレベルで使用する場合はルートブリッジにならな
いようにする
Hello Time 1～10秒 ルートブリッジ以外は無効
Max.Age Time以上に設定しない
Max.Age.Time 6～40秒 BPDUが受信されない場合はルート
ブリッジとなる可能性あり 低すぎる値を設定して不要にルート
ブリッジをリセットしないよう注意
Forward Delay 4～30秒 値が高いほど状態移行が遅延される
Max.Age≦(Forward Delay -1 )×2、Max.Age≧(Hello Time + 1)×2
ポートレベルSTAパラメータ
Enable/Disable Enable/Disable LANセグメントの有効/無
効を設定 セキュリティ上の理由、またトラブル解析のためポート
を任意に無効にできます
Port Priority 値が低いほど優先順位が高くなります 値 が
低いほどRoot Portとして選ばれる可能性があがる

表5-1 ユーザーが設定変更できるSTAパラメータ

図1-6 STAルールを使用しない場合
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VLAN（Virtual LAN）機能とは、複数のポートをグループにしブロー
ドキャストドメインを分割することによりネットワーク上のトラ
フィックの軽減やセキュリティの強化を行うための機能です。
VLAN機能により分割されたグループでは、同じグループ内に接続
された機器とのみ通信が可能となります。ブロードキャストパケット
を含めたすべてのパケットは他のグループに送信されません。
本製品は、ポートベースVLAN（最大4グループ）に対応しています。

Trunk機能とは、2～4ポートを束ねることにより2台の本製品間を
最大800Mbps（200Mbps（全二重）×8）の通信速度で接続する機能
です。複数のハブをカスケード接続したときにボトルネックとなる
ハブ間の通信速度を高速化することが可能です。また、Trunk接続
に使用しているポートまたはケーブルに障害が発生した場合も残
りの接続を使用して通信を続行するので、ハブ間接続に冗長性を持
たせネットワークの信頼性を向上することが可能です。

88.. VVLLAANN機機能能ににつついいてて

99.. TTrruunnkk機機能能ににつついいてて

FMX-24I FMX-24I

図1-11 Trunk接続
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●Trunk接続には必ずカテゴリ5のツイストペア・クロスケーブル
を使用してください。
●Trunk機能とスパニングツリー機能の併用は出来ません。
●本製品のTrunk機能では接続した機器ごとに、ハブ間通信に使用
するポートがTrunkに設定したポートの中から割り振られていき
ます。このため本製品にTrunk接続に使用したポート数以下の機
器しか接続されていない場合は、ハブ間の通信にTrunkポートす
べてが使用されことはありません。

注注意意
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11..  本本製製品品のの設設置置

本製品はデスクトップなどの平らな場所か、19インチラックにマウン
トしてご使用ください。他のハブとカスケード接続して設置する必
要がある場合は、19インチラックへのマウントを推奨します。
※本マニュアルの製品仕様で定められている温度、湿度内で近くに熱源がない場所に設置
してください。また、本製品のファン取りつけ口に埃などが堆積しない様に注意してくだ
さい。十分な冷却が出来ない場合、誤動作または、故障などの原因になります。

第第
２２
章章

章章でではは、、本本製製品品ののイインンスストトーールル方方法法をを説説明明ししまますす。。本本製製
品品ははデデススククトトッッププななどどのの平平ららなな場場所所ででごご使使用用いいたただだけけるる

ほほかか、、標標準準1199イインンチチララッッククににももママウウンントトすするるここととががででききまま
すす。。本本製製品品ののイインンスストトーールルのの概概略略はは以以下下のの通通りりでですす。。

11..製製品品ををパパッッケケーージジかからら取取りり出出すす。。
22..製製品品本本体体をを設設置置すするる。。
33..電電源源ケケーーブブルルをを接接続続すするる。。
44 ..各各端端末末、、イイーーササネネッットトハハブブおおよよびびイイーーササネネッットトススイイッッチチとと接接
続続すするる。。

本本
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■■デデススククトトッッププへへのの設設置置
1.製品底面の四隅に、付属のゴム足を取り付けてください。
2.本製品を平らな場所に設置してください。

■■1199イインンチチララッッククへへのの設設置置
以下の手順で本製品を19インチラックに取り付けてください。
1.付属のネジを使用して、ラックマウント用金具を製品側面に取り
付けてください。

図2-1ゴム足の取りつけ

図2-2 ラックマウント用金具の取り付け
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2.本製品をラック内に配置し、ラックマウント用金具のネジ穴と、
19インチラックのシャーシのネジ穴の位置を合わせてください。
3.19インチラックに付属しているマウント用ネジを使用して本製
品をラックに固定してください。

図2-3 ラックへの取り付け
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電源ケーブルの接続は、以下の方法で確実に行ってください。
1.本製品背面の電源コネクタに、付属の電源ケーブルを接続します。
2.電源ケーブルを、コンセントに接続します。
3.電源スイッチをONにします。
4.本製品フロントパネル上のPower LEDが点灯します。

22..  電電源源ケケーーブブルルのの接接続続

図2-4 電源ケーブルの接続
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以下の手順で本製品のスイッチポートとコンピュータのネット
ワークアダプタをUTPケーブル（ストレートタイプ）で接続してく
ださい。

1.UTPケーブルの一端を、本製品の1～24のいずれかのスイッチ
ポートに接続してください。
2.UTPケーブルのもう一端を、ネットワークアダプタのRJ-45ポート
に接続してください。

●10BASE-Tでの接続にはカテゴリ3以上、100BASE-TXの接続に
はカテゴリ5のUTPまたはSTPストレートケーブルを使用してく
ださい。ケーブルの最大長は100mです。
●ポート1を使用する場合は、Uplink切り替えスイッチがNomalに
設定されていることを確認してください。

第第
２２
章章

33..  ココンンピピュューータタととのの接接続続

図2-5 ネットワーク機器との接続

注注意意
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ここでは本製品を他のイーサネットハブ（10Mリピータハブ、
100Mリピータハブおよびデュアルスピードハブやスイッチハブ）
に接続する方法を説明します。一般的にイーサネットハブは、アップ
リンク（Uplink）ポートと呼ばれるカスケード接続用のポートを装
備しています。本製品は1番ポートがアップリンクポートと併用に
なっています。ポート1をアップリンクポートとして使用する場合
は、Uplink切り替えスイッチがUplinkに設定されていることを確認
してください。

カスケード接続には、以下の3つの方法があります。

■■本本製製品品にに他他ののハハブブをを接接続続すするる場場合合
他のイーサネットハブのアップリンクポートと、本製品の1～24の
いずれかのポートをUTPまたはSTPストレートケーブルで接続し
てください。

■■他他ののハハブブにに本本製製品品をを接接続続すするる場場合合
本製品のUplinkポートと他のハブのノーマルポート（アップリンク
以外のポート、詳細は使用されるハブのマニュアルを参照してくだ
さい）をUTPまたはSTPストレートケーブルで接続してください。

■■ノノーーママルルポポーートトをを使使用用ししてて本本製製品品とと他他ののハハブブをを接接続続すするる場場
合合
この場合は、本製品の1～24までのいずれかのポートと他のハブの
ノーマルポートをUTPまたはSTPクロスケーブルで接続してくだ
さい。

44..  他他ののハハブブととののカカススケケーードド接接続続
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●10BASE-Tでの接続にはカテゴリ3以上、100BASE-TXの接続に
はカテゴリ5のUTPまたはSTPケーブルを使用してください。
ケーブルの最大長は100mです。
●Uplinkポートを使用する場合は、ポート1が使用されていないこ
とを確認してください。ポート1とUplinkポートを同時に使用す
ることはできません。

図2-6 他のハブとのカスケード接続

注注意意

表2-1 利用可能なポート接続一覧
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製製品品ははココンンソソーールル管管理理イインンタターーフフェェーーススををササポポーートトししてていい
まますす。。本本製製品品のの設設定定おおよよびび管管理理はは、、一一般般ののタターーミミナナルル（（まま

たたははタターーミミナナルルエエミミュュレレーータタ））かかららででもも、、TTCCPP//IIPP TTEELLNNEETTププロロ
トトココルルをを使使っったたネネッットトワワーークク経経由由ででもも行行ううここととがが可可能能でですす。。いい
ずずれれのの方方法法ででもも、、様様々々ななネネッットトワワーークク管管理理をを行行ううここととががででききまま
すす。。本本章章でではは、、ココンンソソーールルイインンタターーフフェェーーススをを使使用用ししてて本本製製品品
のの監監視視おおよよびび設設定定変変更更をを行行ううたためめのの準準備備ににつついいてて説説明明ししまますす。。

ココンンソソーールルポポーートトをを使使用用ししたた設設定定のの準準備備

第第33章章

本本
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11..  タターーミミナナルルととのの接接続続
コンソールインターフェースを使用するには、VT100互換のターミ
ナルか、標準のターミナルエミュレータ（例:Windowsに付属してい
るterminalプログラムなど）が実行可能なコンピュータをRS-232C
シリアルケーブルで本製品と接続する必要があります。ターミナル
の各パラメータは以下のように設定してください

●VT-100/ANSI互換
●カーソルキーが使用可能であること
●9600ボー
●8データビット
●パリティなし
●1ストップビット

第第
３３
章章
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コンソールインターフェースの機能はTELNETインターフェース経
由でも利用可能となっています。本製品にIPアドレスが設定されて
いれば、コンピュータ上でTELNETプログラムを使用して本製品に
アクセスし各設定を行うことができます。この場合、TELNETプロ
グラムはVT-100互換ターミナルモードで実行する必要があります。
コンソールポート・TELNETインターフェースのどちらを使用した
場合も、表示されるウィンドウ内容はほぼ同じとなります。

コンソールインターフェース上での操作方法およびウィンドウ表
記は以下のようになります。

各メニュー文字列内の［ ］で囲まれた文字をCommand>プロンプ
トの後に入力してエンターキーを押してください。

例例　　SSeett [[ II ]]PP AAddddrreessss
CCoommmmaanndd>>II 

表示されているメニューウィンドウを閉じる場合は、Command>
プロンプトの後にQを入力してエンターキーを押してください。

すでにユーザー登録が済んでいる場合は、以下の手順で登録ユーザー
としてログオンすることができます。

1.「Login:」に登録ユーザー名を入力して［Enter］キーを押してくだ
さい。

2.「password:」にこのユーザー用のパスワードを入力して［Enter］
キーを押してください。

工場出荷設定は、以下の通りです。

ユユーーザザーー名名：manager
パパススワワーードド：manager

22..  ココンンソソーールル上上のの操操作作方方法法おおよよびび表表記記ににつついいてて

33..  登登録録ユユーーザザーーととししててススイイッッチチココンンソソーールルににロロググオオンンすするる
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3.以下のようなメインメニューが表示されます。

1.メインメニューから「［B］asic Switch Configuration...」→「［U］
SER Interface Configuration」を選択してください。以下のメニュー
が表示されます。

44..  管管理理者者名名のの変変更更
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2.「Change Administrator User［N］ame」（管理者名の変更）を選
択してください。新しいユーザネームを［Enter new user name
for administrator>］プロンプトに入力して［Enter］キーを押して
ください。

3.「Administration User Name:」に入力したユーザ名が表示されれ
ば完了です。
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1.メインメニューから「［B］asic Switch Configuration...」→「［U］
SER Interface Configuration」を選択してください。以下のメニュー
が表示されます。

2.「Change Administrator［P］assword」（管理者パスワードの変更】
を選択してください。現在使用しているパスワードを［Enter old
Password for the administrator>］プロンプトに入力して［Enter］
キーを押してください。

3.新しいパスワードを「Enter new password for the administrator>」
プロンプトに入力して［Enter］キーを押してください。次に、確
認のため同じパスワードを「Enter new password for the adminis-
trator again>」プロンプトにもう一度入力してください。

55..  パパススワワーードドのの変変更更
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章章ででははココンンソソーールルポポーートトをを使使用用ししたた本本製製品品ののVV LL AA NN機機能能、、
SSNNMMPP、、TTrruunnkk機機能能等等のの各各機機能能のの設設定定方方法法ににつついいてて説説明明ししまますす。。

ススイイッッチチのの設設定定

第第44章章

本本
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11..  IIPPアアドドレレススのの設設定定

ネットワーク管理システム（SNMPなど）やTELNET、WEBブラウ
ザから本製品の設定および管理を行うには、まず本製品にIPアドレ
スを割り当てる必要があります。
コンソールウィンドウのメインメニューから「［B］asic Switch
Configuration..」を選択すると以下の「Basic Switch configuration
Menu」メニューが表示されます。 第第

４４
章章
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「Basic Switch configuration Menu」メニューから「System［I］P
Configuration」を選択して、［Enter］キーを押してください。以下の
ウィンドウが表示されます。

このウィンドウで変更された設定は、次回本製品を起動した時点で
有効となります。設定可能なオプションは以下のとおりです。

＜＜SSeett IIPP AAddddrreessss＞＞（（IIPPアアドドレレスス））
本製品のIPアドレスを設定します。IPアドレスはxxx.xxx.xxx.xxxと
いう形式で入力する必要があります。「xxx」は0から255までの数
字となっています。このアドレスはネットワーク上で唯一のアドレ
スとなっています。本製品をインターネットと接続されているネッ
トワークに接続する場合は、プロバイダから割り当てられているIP
アドレスを使用する必要があります。「Set IP Address」を選択して
コマンドプロンプトに「Enter new IP address>」と表示されたらIP
アドレスを入力して「Enter」キーを押してください。

＜＜SSeett SSuubbnneett MMaasskk＞＞（（ササブブネネッットトママススクク））
本製品のサブネットマスクを設定します。xxx.xxx.xxx.xxxという形
式で入力する必要があります。「xxx」は 0 から 255 までの数字となっ
ています。Class Aネットワークを使用している場合は「255.0.0.0」
に設定してください。またClass Bネットワークをご使用の場合は
「255.255.0.0」に、Class Cネットワークをご使用の場合は
「255.255.255.0」と入力してください。「Set Subnet Mask」を選択
してコマンドプロンプトに「Enter new IP subnet mask>」と表示さ
れたらサブネットを入力して「Enter」キーを押してください。
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＜＜SSeett DDeeffaauulltt  GGaatteewwaayy＞＞（（デデフフォォルルトトゲゲーートトウウェェイイ））
サブネット外へのパケット送信先を設定します。このアドレスには
通常ルータか、IPゲートウェイのIPアドレスを設定します。ご使用
のネットワークがインターネットと接続されていなかったり、
LAN外部と接続していない場合はこのフィールドは空欄のままに
しておいてください。「Set Default［G］ateway」を選択してコマン
ドプロンプトに「Enter new IP subnet mask>」と表示されたらサ
ブネットを入力して「Enter」キーを押してください。

＜＜EEnnaabbllee//DDiissaabbllee BBOOOOTTPP MMooddee＞＞
電源投入時にBOOTPプロトコルを使用するかどうかを決定します。
BOOTPプロトコルは、BOOTPサーバからIPアドレス、ネットマス
クおよびデフォルトゲートウェイを自動的に取得します。BOOTP
プロトコルを使用する場合にはこのオプションを「Enable」（有効）
に設定してください。「Enable/Disable［B］OOTP Mode」を選択
してコマンドプロンプトに「Enable or Disable BOOTP Mode（E/D）>」
と表示されたら有効に設定する場合は、「E」を無効に設定する場合
は、「D」を入力して「Enter」キーを押してください。
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「Basic Switch Configuration」（スイッチ設定）メニューでは、
「System Name」（システム名）、「System Location」（設置場所）お
よび「System Contact」（連絡先）の各設定を変更することができます。
これらの設定内容は、ネットワーク管理を行う際にSNMPリクエス
トを使用して参照することが可能です。

「Basic Switch configuration」メニューで「System ［A］dministra-
tion Configuration」を選択してください。以下のウィンドウが表示
されます。

＜＜SSeett SSyysstteemm［［NN］］aammee＞＞
SNMP MIB II変数の「system.sysName」に該当するもので、本製品
の名称を管理上の目的で通知する際に使用します。

＜＜SSeett SSyysstteemm［［LL］］ooccaatt iioonn＞＞
SNMP MIB II変数の「system.sysLocaton」に該当するもので、本製
品の物理的な設置場所を管理上の目的で通知する場合に使用します。

＜＜SSeett SSyysstteemm［［CC］］oonnttaacctt IInnffoorrmmaattiioonn＞＞
SNMP MIB II変数の「sysContact」に該当するもので、本製品の管
理担当者の連絡先情報を設定します。

22..  ススイイッッチチのの設設定定
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「［P］ort Configuration」（ポート設定）メニューでは、任意のポート
を有効/無効に設定できるほか、転送速度や全二重/半二重設定など
を変更することができます。このオプションは、ポートの異常を調
査したり、セキュリティ上の理由によりいずれかのポートのみを使
用不可にする場合などに利用できます。
「Basic Switch configuration」メニューから「［P］ort Configuration」
を選択してください。以下の「Port Configuration」ウインドウが表
示されます。

現在のポートの設定条件を変更するには、Change Port［S］
ettings を選択してください。
コマンドプロンプトに「Change Port Status,Mode,or Flow Ctrl
（S/M/F）>」と表示されます。ここでは、ポートの有効/無効「S」、
通信モードの変更「M」、フローコントロール「F」の有効/無効、を
コマンド入力で変更が可能です。

33..  ポポーートト設設定定



38 スイッチの設定

第第
４４
章章

◎◎ポポーートトのの有有効効//無無効効
ポートの有効/無効を選択するには、Sを入力して「Enter」キーを押
してください。
「Select port to be changed>」プロンプトが表示されたら変更した
いポート番号を入力して「Enter」キーを入力してください。

「Enable or Disable port  x （E/D）>」と表示されたら有効に設定し
たい場合は、Eを無効に設定したい場合は、Dを入力して「Enter」
キーを押してください。

◎◎通通信信モモーードドのの変変更更
ポートの有効/無効を選択するには、Mを入力して「Enter」キーを押
してください。
「Select port to be changed>」プロンプトが表示されたら変更した
いポート番号を入力して「Enter」キーを入力してください。

「Set new mode for port x（A/h/H/f/F）>」プロンプトが表示された
ら設定したい通信モードを入力してください。パラメータは、以下
の通りです。

A：Auto
h：10Mbps 半二重モード
H：100Mbps 半二重モード
f ：10Mbps 全二重モード
F：100Mbps 全二重モード
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本製品はスパニングツリーアルゴリズム（STA）に対応しています。
スパニングツリーアルゴリズムを使用すると、ネットワーク内に
バックアップ・パスを作成することやネットワークループを防ぐ
ことができます。ここでは、スパニングツリーアルゴリズムのパラ
メータを変更する方法について説明します。ただし、パラメータを
実際に変更される前に、第1章のスパニングツリーアルゴリズムに
関する説明をお読みのうえ、STAの特徴を充分に把握しておいてく
ださい。STAの各パラメータは基本的には変更しないことをお奨め
しますが、変更が必要な場合は以下の手順で設定を行ってください。

「Basic Switch configuration」メニューで「［S］panning Tree
Configuration」を選択してください。以下のウィンドウが表示され
ます。

44..  ススパパニニンンググツツリリーーププロロトトココルルのの設設定定
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■■SSTTPP PPaarraammeetteerr SSeetttt iinnggss
「STP Parameter Settings」では、スパニングツリーアルゴリズムに
おけるブリッジレベルの内部設定（behind the scene parameters）
を変更することができます。ここで解説するパラメータは、1-7「ス
パニングツリー・アルゴリズム」の「STA動作レベル」セクション内
にある「ブリッジレベルでの動作」および「ユーザー側で変更可能
なパラメータについて」にて詳細を解説しています。これらのパラ
メータを変更する前に、上記の各セクションをお読みになることを
お奨めします。

＜＜EEnnaabbllee//DDiissaabbllee［［SS］］TTPP＞＞
ポートのスパニングツリープロトコルを「Enabled」（有効）または
「Disabled」（無効）に設定します。
コマンドプロンプトで「S」を入力してください。「Enable or
Disable STP（E/D）>」と表示されたら有効に設定する場合は、「E」
を無効に設定する場合は、「D」を入力してください。

＜＜SSeett BBrriiddggee PPrr［［ii］］oorr ii ttyy（（00--6655553355））＞＞
スイッチのプライオリティ値を入力します。コマンドプロンプトで
「P」を入力してください。「Enable new bridge priority>」と表示さ
れたら 0～65535 の間で数値を入力してください。

＜＜SSeett BBrriiddggee［［HH］］eell lloo TTiimmee（（11--1100 sseecc））＞＞
スイッチのHello Timeを入力します。コマンドプロンプトで「H」
を入力してください。「Enter new bridge hello time>」と表示された
ら 0～10 の間で数値を入力してください。

＜＜SSeett BBrriiddggee MMaaxxiimmuumm［［AA］］ggee（（66--4400 sseecc））＞＞
スイッチの最大エージング時間を入力します。コマンドプロンプト
で「A」を入力してください。「Enter new bridge maximum age>」
と表示されたら 6～40 の間で数値を入力してください。

＜＜SSeett BBrriiddggee FFoorrwwaarrdd［［DD］］eellaayy（（44--3300 sseecc））＞＞
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スイッチのフォワードディレイ値を入力します。コマンドプロンプ
トで「A」を入力してください。「Enter new bridge forward delay>」
と表示されたら 4～30 の間で数値を入力してください。

＜＜SSppaannnniinngg TTrreeee［［PP］］oorrtt CCoonnff iigguurraatt iioonn＞＞
ポートコンフィグレーションでは、ポートの優先度とパスコストを
設定することが可能です。コマンドプロンプトで「P」を入力してく
ださい。「Change Port Priority, or Path Cost（P/C）>」のメッセージ
が表示されたらポートの優先度を設定する場合は、「P」をパスコス
トを設定する場合は、「C」を入力して「Enter」キーを押してください。

＜＜PPoorrtt PPrriioorrii ttyy＞＞
ポートの優先度を 0～255 の間で設定可能です。「Select Port to be
changed>」のメッセージが表示されたら設定するポート番号を入
力して「Enter」キーを押してください。続いて「Enter new priority
for selected port>」のメッセージが表示されたら数値を入力してく
ださい。

＜＜PPaatthh ccoosstt＞＞
ポートのパスコストを 1～65535 の間で設定します。「Select Port
to be changed>」のメッセージが表示されたら設定するポート番号
を入力して「Enter」キーを押してください。続いて「Enter new pri-
ority for selected port>」のメッセージが表示されたら数値を入力し
てください。
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ユーザーインターフェイスの設定では、コンソール、Telnetユーザ
インターフェィスのタイムアウト値またはTelnet､SNMPの有効/無
効、管理者名の変更などが設定可能です。
「Basic Switch Configuration」メニューから「User Interface
Configuration Menu」を選択してください。

＜＜SSeett［［CC］］oonnssoollee UUII TTiimmee OOuutt＞＞
コンソールインターフェイスのタイムアウト時間を設定します。
コマンドプロンプトで「C」を入力して「Enter」キーを押してくだ
さい。「Enter new console timeout >」と表示されたら 0～60（分）
の間で数値を入力してください。

＜＜SSeett［［TT］］eellnneett UUII TTiimmee OOuutt＞＞
Telnetインターフェイスのタイムアウト時間を設定します。コマン
ドプロンプトで「T」を入力して「Enter」キーを押してください。
「Enter new telnet timeout >」と表示されたら 0～60（分）の間で数
値を入力してください。

55..  ユユーーザザイインンタターーフフェェイイススのの設設定定
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＜＜EEnnaabbllee//DDiissaabbllee TTee［［ll］］nneett SSeerrvveerr＞＞
Telnet経由での本製品へのアクセスの有効/無効を設定します。コマン
ドプロンプトで「I」を入力して「Enter」キーを押してください。
「Enter new telnet timeout >」と表示されたら 0～60（分）の間で数
値を入力してください。

＜＜EEnnaabbllee//DDiissaabbllee［［SS］］NNMMPP AAggeenntt＞＞
SNMP機能の有効/無効を設定します。コマンドプロンプトで「S」
を入力して「Enter」キーを押してください。「Enable or Disable
SNMP Agent（E/D）>」と表示されたら有効の場合は、「E」を無効の
場合は、「D」を入力して「Enter」キーを押してください。

＜＜EEnnaabbllee//DDiissaabbllee SSNNMMPP［［WW］］eebb SSeerrvveerr＞＞
Webインターフェイスの有効/無効を設定します。コマンドプロン
プトで「W」を入力して「Enter」キーを押してください。「Enable or
Disable Web Server（E/D）>」と表示されたら有効の場合は、「E」
を無効の場合は、「D」を入力して「Enter」キーを押してください。

システムコンフィグレーションでは、VLAN、ポートミラーリング
の設定を行います。
メインメニューから「［A］dvanced System Configuration...」を選択
してください以下のメニューが表示されます。

66..  シシスステテムムココンンフフィィググレレーーシショョンンのの設設定定
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「VLAN Configuration」メニューでは現在のVLANグループの表示お
よび設定、VLAN機能の有効/無効などの設定を行うことができます。
本製品のVLAN機能はポートベースで最大4グループのVLANを作成
する事が可能です。「Advanced System configuration Menu」から
「［V］LAN Management」を選択してください。以下のメニューが
表示されます。

＜＜［［AA］］dddd NNeeww VVLLAANN＞＞
新しいVLANグループを追加します。コマンドプロンプトで「A」
を入力して「Enter」キーを押してください。コマンドプロンプトに
「Enter new VLAN index to be created>」と表示されたら1～4まで
の番号を入力して「Enter」キーを押してください。次に「Enter
VLAN name for selected index>」と表示されたら適当な名前（半角
英数字で32文字以内）を入力して「Enter」キーを押してください。
「Enter port member for VLAN>」と表示されたら参加させるポート
番号を入力ます。まとめてポートを追加する場合は、各番号の間を
スペースで区切って入力してください。「Enable or Disable VLAN
（E/D）>」と表示されたら設定したVLANグループを有効または無効
に設定します。有効に設定する場合は「E」を無効に設定する場合
は、「D」を入力してください。

77.. CCoonnff iigguurree VVLLAANN((VVLLAANNのの設設定定))



第第
４４
章章

45

＜＜［［DD］］eelleettee VVLLAANN＞＞
VLANグループを削除します。コマンドプロンプトで「D」を入力し
て「Enter」キーを押してください。「Enter new VLAN index to be
created>」と表示されたら消去したいVIDを入力して「Enter」キー
を押してください。

＜＜CCoonnff iigg［［VV］］LLAANN＞＞
既に作成されているVLANグループを再設定します。コマンドプロン
プトで「V」を入力して「Enter VLAN index to be configured >」と設
定したいVIDを入力して「Enter」キーを押してください。以下の
ウィンドウが表示されます。

＜＜CChhaannggee VVLL［［AA］］NN NNaammee＞＞
VLAN名の変更を行います。コマンドプロンプトで「A」を入力し
て「Enter VLAN index to be configured >」と表示されたら初期
設定を行いたいグループ番号を入力して「Enter」キーを押して
ください。

＜＜AAdddd//DDeelleettee VVLLAANN PPoorrtt［［MM］］eemmbbeerr＞＞
選択されたVLAN名の変更を行います。コマンドプロンプトで「A」
を入力して「Enter VLAN index to be configured >」と表示された
ら初期設定を行いたいグループ番号を入力して｢Enter｣キーを押
してください。
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＜＜［［SS］］eelleecctt VVLLAANN＞＞
現在のVLANグループを変更します。コマンドプロンプトで「S」
を入力して「Enter VLAN index to be configured >」と表示された
ら変更したいVIDを入力してください。

＜＜［［SS］］eett VVLLAANN SSttaattuuss＞＞
VLANグループの有効/無効を設定します。コマンドプロンプトで
「S」を入力して「Enter」キーを押してください。「Select VLAN to
be applied>」と表示されたら変更したいVIDを入力して「Enter」キー
を押してください。「Enable or Disable VLA（E/D）>」と表示され
たら有効に設定する場合は、「E」を無効に設定する場合は「D」を入
力してください。

＜＜［［RR］］eesseett VVLLAANN CCoonnffiigg ttoo FFaaccttoorryy DDeeffaauulltt＞＞
VLANグループの設定を工場出荷設定に戻します。コマンドプロン
プトで「R」を入力してください。｢Are you sure to reset VLAN con-
figuration back to factory default（Y/N）>」と確認のメッセージが表
示されたら工場出荷設定に戻す場合は「Y」を戻さない場合は「N」
を入力して「Enter」キーを押してください。「Enable or Disable
VLAN（E/D）>」
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本製品では、特定のポートで送受信したパケットを他のポートにコ
ピー（ミラーリング）することができます。これによりSnifferや
RMONプローブなどの監視用機器を転送先のポートに接続し、元の
ポートを通過するパケットの詳細を参照することが可能です。
「Advanced System configuration Menu」から「Port［M］irroring
Configuration」を選択してください。以下のPort［M］irroring
Configurationウィンドウが表示されます。

ミラーポートの設定を行う場合は、元のポートを「Mirror-From」
（ソースポート）で選択し、そのコピー先のポートを「Mirror-To
Port」（ターゲットポート）で選択してください。
「Status」を「Enabled」に設定すると設定したポートのミラーリング
が有効になります。

通信速度の速いポートから遅いポートへはミラーリングはできま
せん。コピー元のポートには、コピー先のポートと同じ、もしくは
より低い通信速度を設定してください。

88..  ポポーートトミミララーーリリンンググのの設設定定

注注意意
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本製品は、リモートでシステムを再起動させる際のオプションを指
定する事が可能です。メインメニューから「System［R］eboot」を
選択してください。以下のウィンドウが表示されます。

＜＜［［SS］］cchheedduullee RReebboooott CCoouunnttddoowwnn＞＞
システムを再起動させるまでの時間を指定します。ここで指定した
時間が経過するとシステムは、自動的に再起動します。「System
Reboot Menu」から「［S］chedule Reboot Countdown」を選択して
ください。「Enter new countdown time>」と表示されたら 1～60
（秒）の間で数値を入力して「Enter」キーを押してください。

＜＜［［CC］］aanncceell RReebboooott PPrroocceessss＞＞
システムの再起動プロセスが開始されている場合にプロセスを中
止させます。「System Reboot Menu」から「［C］ancel Reboot
Process」を選択してください。「Cancel Reboot Process（Y/N）」
と表示されたらプロセスを中止する場合は「Y」を中止しない場合
は「N」を入力して「Enter」キーを押してください。

99..  シシスステテムム起起動動設設定定
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＜＜SSeett RReebboooott［［OO］］pptt iioonn＞＞
システムの再起動時に現在の設定を工場出荷設定に戻すなどのオ
プションを指定する事ができます。「System Reboot Menu」から
「Set Reboot［O］ption」を選択してください。「Select one option
（N/F/I）>」と表示されたら「N」「F」「I」いずれかのオプションを入
力します。それぞれのオプションの内容は、以下の通りです。

N：現在の設定のままシステムを再起動します。
F：再起動時に工場出荷時設定をシステムに呼び込みます。
I ：再起動時に工場出荷時設定をシステムに呼び込みます。但しIP
アドレスは、変更しません。

＜＜SSttaarrtt［［RR］］eebboooott PPrroocceessss＞＞
システムの再起動プロセスを開始します。「System Reboot Menu」
から「Start［R］eboot Process」を選択してください。「Are you
sure to reboot the system（Y/N）」と確認のメッセージが表示され
たらプロセスを開始する場合は「Y」を開始しない場合は「N」を入
力して「Enter」キーを押してください。
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本製品は、SNMPトラップ等が発生した場合、最大で10個までのロ
グを保存して参照することが可能です。メインメニューから
「System［L］og」を選択してください。以下のウィンドウが表示さ
れます。

＜＜［［CC］］lleeaarr SSyysstteemm LLoogg＞＞
システムに保存されているログを消去します。「System［L］og」メ
ニューから「［C］lear System Log」を選択してください。

1100..  シシスステテムムロロググのの参参照照

第第
４４
章章
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■■SSNNMMPP CCoommmmuunniittyy SSttrr iinngg（（SSNNMMPPココミミュュニニテティィ・・スストトリリンンググ））
SNMP Version1では、各SNMPリクエスト内に「community name
（コミュニティ名）」を記載することによって簡単なセキュリティ対
策をとっています。コミュニティ名とは任意の長さの文字列で、本
製品へアクセスする際の一種のパスワードとして利用します。本製
品が認識できないコミュニティ名を含んだリクエストを受信する
と、本製品はauthentication trap（認証トラップ）を送信します。
SNMPでは、最大4つまでのコミュニティ名を設定することが可能
です。本製品は、デフォルトでコミュニティ名が設定されていません。
SNMP機能を有効に設定する場合は、最初にコミュニティ名を設定
する必要があります。設定するコミュニティ名は、すでにご使用の
ネットワーク管理システム内で使用されているものと同じものを
使用してください。 第第

５５
章章

11..  ココミミュュニニテティィ・・スストトリリンンググおおよよびびトトララッッププ・・スステテーーシショョンンのの設設定定
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SNMPコミュニティ名およびSNMPトラップの送信先を設定する場
合は、メインメニューから「［B］asic Switch Configuration...」→「S
［N］MP Configuration」を選択してください。以下の「S［N］MP
Configuration」ウィンドウが表示されます。

＜＜SSeett SSNNMMPP［［RR］］eeaadd CCoommmmuunniittyy＞＞
読み出しを許可するSNMPコミュニティ・ストリング名を設定し
ます。
「SNMP Configuration Menu」メニューから「Set SNMP［R］ead
Community」を選択してください。コマンドプロンプトに「Enter
new read community name>」と表示されたら許可するコミュニティ
名を入力して「Enter」キーを押してください。

＜＜SSeett SSNNMMPP［［WW］］rrii ttee CCoommmmuunniittyy＞＞
書きこみを許可するSNMPコミュニティ・ストリング名を設定し
ます。
「SNMP Configuration Menu」メニューから「Set SNMP［W］rite
Community」を選択してください。コマンドプロンプトに「Enter
new write community name>」と表示されたら許可するコミュニティ
名を入力して「Enter」キーを押してください。
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＜＜EEnnaabbllee//ddiissaabbllee SSNNMMPP［［AA］］uutthheenntt iiccaatt iioonn TTrraapp＞＞
認証違反トラップの有効/無効を設定します。｢SNMP Configuration
Menu」メニューから「Enable/disable SNMP［A］uthentication Trap」
を選択してください。コマンドプロンプトに「Enable or Disable
SNMP Authentication Trap（E/D）>」と表示されたら有効の場合は
「E」を無効の場合は「D」を入力して「Enter」キーを押してください。

＜＜AAdddd//MMooddiiffyy//DDeelleettee SSNNMMPP［［TT］］rraapp RReecceeiivveerr＞＞
SNMPトラップを受信するネットワーク管理ステーションのIPアド
レスを設定します。

＜＜EEnnaabbllee//DDii［［ss］］aabbllee SSNNMMPP TTrraapp RReecceeiivveerr＞＞
SNMPトラップを送出するしないを設定します。
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そそのの他他ののココンンソソーールル管管理理機機能能
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11..  フファァーームムウウェェアアおおよよびび設設定定フファァイイルルののアアッッププデデーートト

本製品ではTFTP（Trivial File Transfer Protocol）を使用して、起動
時の設定情報の読み込みやファームウェアのアップデートを行う
ことが可能です。
コンソールウィンドウのメインメニューから「Software［U］
pgrade」を選択してください。以下のウィンドウが表示されます。

＜＜SSeett RReemmoottee［［SS］］eerrvveerr IIPP AAddddrreessss＞＞
TFTPサーバのIPアドレスを設定します。「Software Upgrade Menu」
から「Set Remote［S］erver IP Address」を選択してください。
コマンドプロンプトに「Enter IP address of TFTP server>」と表示
されたらTFTPサーバのIPアドレスを入力して「Enter」キーを押し
てください。

第第
６６
章章
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＜＜SSeett RReemmoottee［［FF］］iillee NNaammee＞＞
設定ファイルを保存してあるTFTPサーバのIPアドレスを設定します。
「Software Upgrade Menu」から「Set Remote［F］ile Name」を選択
してください。コマンドプロンプトに「Enter new read community
name>」と表示されたらTFTPサーバに保存されているファイル名
とパスを入力して「Enter」キーを押してください。

＜＜SSeett［［RR］］eettrryy CCoouunntt＞＞
TFTPサーバへのリトライ回数を指定します。コマンドプロンプトで
「R」を入力して「Enter」キーを押してください。「Enter new retry
count>」と表示されたらリトライ回数を入力してください。
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本製品に内蔵されているWebベース管理モジュールは、日本語での
入力は受け付けることができません。入力には必ず、半角・英数字
を使用してください。また、文字コードに2バイトコードを使用す
る他の言語もご使用になれませんのでご注意ください。

Webベースで本製品を管理するには、まずコンピュータにブラウザ
をインストールする必要があります。Webブラウザとはハイパーテ
キストで表記された情報を表示するプログラムで、一般的には
Netscape Navigator/CommunicatorやMicrosoft Internet Explorerな
どがあります。各ブラウザ付属のマニュアルを参照して、ブラウザ
のインストールを行ってください。

第第
７７
章章

注注意意

11..  ブブララウウザザのの準準備備
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Webベースでの管理を行うには、本製品にIPアドレスが設定されて
いる必要があります。IPアドレスの設定方法は、第4章「4-1 IPアド
レスの設定」を参照してください。

以下の手順で本製品の管理を行ってください。まずご使用のコン
ピュータでブラウザを起動し、URLを入力する欄に本製品に設定し
たIPアドレスを入力してください。
ユーザ名とパスワードを入力するログインウィンドウが表示され
ます。あらかじめユーザ名とパスワードを設定してある場合はそれ
を入力してください。設定していない場合はユーザ名とパスワード
それぞれに「manager」と入力し「OK」ボタンをクリックしてくだ
さい。PCI SMART VIEWのメインページが表示されます。メイン
ページは「メニューウィンドウ部分」､「メインウィンドウ部分」
の2つで構成されています。
ログイン後の状態では「Front Pnael」ウィンドウが表示されます。

22..  本本製製品品へへののIIPPアアドドレレススのの設設定定

33..  管管理理方方法法
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「General Information」では、スイッチの基本設定をおこないます。
メニューウィンドウ部分から「General Information」ボタンをクリッ
クしてください。以下のウィンドウが表示されます。

◎◎GGeenneellaall  IInnffoorrmmaattiioonnはは55つつのの設設定定項項目目ににわわかかれれてていいまますす。。

＜＜SSwwiittcchh IInnffoo＞＞（スイッチ情報）
＜＜AAddmmiinniissttrraatt iioonn CCoonnff iigg＞＞（管理設定）
＜＜IIPP SSeettuupp＞＞（IP設定）
＜＜UUsseerr IInntteerrffaaccee＞＞（ユーザインターフェィス）
＜＜PPaasssswwoorrdd SSeetttt iinngg＞＞（パスワード設定）

44.. GGeenneerraall IInnffoorrmmaattiioonn
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◎◎SSwwiittcchh IInnffoo（（ススイイッッチチ情情報報））
「Switch Info」をクリックすると以下のウィンドウが表示されスイッ
チの情報を参照することが可能です。

＜＜SSyysstteemm uupp ffoorr＞＞
本製品の電源が投入されてからの経過時間を表示します。

＜＜PPRROOMM VVeerrssiioonn//DDaattee＞＞
ファームウェアのバージョンと作成日時が表示されます。

＜＜SSooffttwwaarree VVeerrssiioonn//DDaattee＞＞
ソフトウェアのバージョンと作成日時が表示されます。

＜＜DDRRAAMM SSiizzee＞＞
本製品のメモリサイズが表示されます。

＜＜FFllaasshh SSiizzee＞＞
本製品で使用されているFlash ROMのサイズが表示されます。

＜＜EEEEPPRROOMM SSiizzee＞＞
本製品で使用されているEEPROMのサイズが表示されます。

＜＜CCoonnssoollee BBaauudd RRaattee＞＞
本製品のシリアルポートの転送スピードが表示されます。
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◎◎AAddmmiinniissttrraatt iioonn CCoonnff iigg（（管管理理設設定定））
「Administration Config」をクリックすると以下のウィンドウが表示
されスイッチのシステム名等を設定することができます。

＜＜SSyysstteemm NNaammee＞＞
システム名を入力することができます。

＜＜SSyysstteemm LLooccaatt iioonn＞＞
本製品の場所を入力することができます。

＜＜SSyysstteemm CCoonnttaacctt＞＞
その他の情報を入力することができます。
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「IP Setup」をクリックすると以下のウィンドウが表示されます。

このウィンドウでは、本製品のIPアドレス（IP Address）、サブネッ
トマスク（Subnet Mask）およびデフォルトゲートウェイ（Default
Gateway）の各設定を変更することができます。BOOTPを使用し
ない場合は、上記の3つのパラメータを設定してください。BOOTP
をご使用の場合は、BOOTPサーバが自動的に本製品のIP設定パラ
メータを設定するのでこの作業は不要です。

＜＜SSyysstteemm MMAACC AAddddrreessss＞＞
本製品のMACアドレスが表示されます。

＜＜SSyysstteemm IIPP AAddddrreessss＞＞
本製品に割当るIPアドレスを入力してください。

＜＜SSyysstteemm SSuubbnneett MMaasskk＞＞
サブネットマスクを入力してください。

＜＜SSyysstteemm DDeeffaauulltt  RRoouutteerr＞＞
デフォルトゲートウェイのIPアドレスを入力してください。

第第
７７
章章
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＜＜BBoooottpp MMooddee＞＞
BOOTPプロトコルを使用すると、ネットワーク上のBOOTPサーバ
からIPアドレス、サブネットマスクおよびデフォルトゲートウェイ
が自動的に割り当てられるようになります。このオプションを
「Enabled」（有効）にすると、本製品は電源投入時にBOOTPサーバ
を探してこれらの情報を入手します。BOOTPを使用しない場合は
「Disabled」（無効）に設定してください。
「Disable」BootpサーバからのIP取得を有効に設定します。
「Enable」BootpサーバからのIP取得を無効に設定します。

◎◎UUsseerr IInntteerrffaaccee（ユーザインターフェィス）
「User Interface」をクリックすると以下のウィンドウが表示されます。
コンソールまたは、Telnet経由でアクセスした場合のタイムアウト
時間を分単位で設定することができます。
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＜＜CCoonnssoollee UUII IIddllee TTiimmee OOuutt::＞＞
コンソールで接続した場合のタイムアウト値を入力してください。

＜＜TTeellnneett UUII IIddllee TTiimmee OOuutt::＞＞
Telnetで接続した場合のタイムアウト値を入力してください。

＜＜AAppppllyy＞＞
ボタン設定された内容を有効にします。

◎◎PPaasssswwoorrdd SSeetttt iinngg（（パパススワワーードド設設定定））
「Password Setting」をクリックすると本製品にアクセスする際の
ユーザネームとパスワードを設定するためのウィンドウが表示さ
れます。

＜＜OOLLDD UUsseerr NNaammee＞＞現在のユーザネームを入力します。
＜＜OOLLDD PPaasssswwoorrdd＞＞現在のパスワードを入力します。
＜＜NNeeww UUsseerr NNaammee＞＞新しいユーザネームを入力します。
＜＜OOLLDD PPaasssswwoorrdd＞＞新しいパスワードを入力します。
＜＜RRee--EEnntteerr NNEEWW PPaasssswwoorrdd＞＞新しいパスワードを再入力します。
＜＜AAppppllyy＞＞ボタン・設定された内容を有効にします。
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ここではSNMP管理に使用する、コミュニティ名およびトラップを
受信するステーションのIPアドレスを設定します。メニューウィン
ドウ部分から「SNMP Config」ボタンをクリックしてください。以
下のウィンドウが表示されます。

＜＜SSNNMMPP RReeaadd CCoommmmuunniittyy＞＞
本製品のMIBに対して読みこみ可能なコミュニティ名を入力します。

＜＜SSNNMMPP WWrrii ttee CCoommmmuunniittyy＞＞
本製品のMIBに対して書きこみ可能なコミュニティ名を入力します。

＜＜AAuutthheenntt iiccaatt iioonn TTrraapp＞＞
本製品上で認証エラーが発生した場合にAuthentication Trapを送信
するかどうかを設定します。

＜＜EEnnaabblleedd＞＞
Authentication Trapを送信します。

55..  本本製製品品ににSSNNMMPPをを設設定定すするる
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＜＜DDiissaabblleedd＞＞
Authentication Trapを送信しません。

＜＜AAppppllyy＞＞
ボタン上記の設定内容を有効にします。

＜＜SSNNMMPP TTrraapp RReecceeiivveerrss＞＞
本製品上で発生したトラップの送信先を指定します。送信先のIPア
ドレスとコミュニティ名を入力してください。

＜＜IIPP AAddddrreessss＞＞
IPアドレスを入力します。

＜＜CCoommmmuunnii ttyy＞＞
コミュニティ名を入力します。

＜＜EEnnaabblleedd//DDiissaabblleedd＞＞
有効無効を設定します。

＜＜CClleeaarr＞＞
ボタン設定をクリアします。

＜＜AAppppllyy＞＞
ボタン　設定された内容を有効にします。
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各ポートの通信条件を設定します。メニューウィンドウ部分から
「Port Config」ボタンをクリックしてください。以下のウィンドウ
が表示されます。

「Port Index」各ポートのポート番号です。
「Operation State」
ポートのLinkが確立している場合は、Upと表示されLinkが確立し
ていない場合は、downと表示されます。
「Admin. Status」
ポートを「Enabled」（有効）または「Disabled」（無効）に設定しま
す。無効に設定した場合は、そのポートは通信ができなくなります。

66.. PPoorrttCCoonnff iigg（（ポポーートト設設定定））
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「「AAuuttoo NNeeggoott iiaatt iioonn」」
ポートの通信速度と通信モードを設定します。リストボックスから
設定したい値を選択してください。

＜＜EEnnaabbllee＞＞
Auto Negotiation機能を有効に設定します。

＜＜110000MM//ffuull ll＞＞
ポートの通信速度を100Mbpsに通信モードを全二重に設定します。

＜＜1100MM//ffuull ll＞＞
ポートの通信速度を10Mbpsに通信モードを全二重に設定します。

＜＜110000MM//hhaall ff＞＞
ポートの通信速度を100Mbpsに通信モードを半二重に設定します。

＜＜1100MM//hhaall ff＞＞
ポートの通信速度を10Mbpsに通信モードを半二重に設定します。

＜＜880022..11xx FFllooww CCttrr ll  リリスストトボボッッククスス＞＞
全二重通信時に802.1ｘフローコントロールを有効または無効に設
定します。

＜＜EEnnaabbllee＞＞
有効に設定します。

＜＜DDiissaabbllee＞＞
無効に設定します。

「「AAppppllyy ボボタタンン」」
設定された内容を有効にします。設定が済んだら、[Apply］ボタン
をクリックして新しい設定を有効にしてください。
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本製品は802.2dスパニングツリープロトコルをサポートしており、
代替（バックアップ）パスの作成を行うことができます。詳細につ
いては、第1章「1-7 スパニングツリー・アルゴリズム」をご参照く
ださい。スパニングツリーの設定は、スイッチ本体の設定を行う
「Spanning Tree Bridge Configuration」と各ポート毎の設定を行う
「Spanning Tree Port Configuration」に分かれます。メニューウィン
ドウ部分から「Spanning Tree Config」ボタンをクリックしてくだ
さい。以下のウィンドウが表示されます。

77.. SSppaannnniinngg TTrreeee（（ススパパニニンンググツツリリーー））
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◎◎SSppaannnniinngg TTrreeee BBrriiddggee CCoonnffiigguurraatt iioonn
スイッチ本体のスパニングツリーの設定を行います。

＜＜SSTTPP SSttaattuuss＞＞
スパニングツリーの有効無効を設定します。

EEnnaabbllee：：スパニングツリーを有効に設定します。

DDiissaabbllee：：スパニングツリーを無効に設定します。

＜＜DDeessiiggnnaatteedd RRoooott＞＞
ルートスイッチのMACアドレスを表示します。

＜＜RRoooott PPoorrtt＞＞
スイッチ上の現在のルートポートを表示します。

＜＜RRoooott PPaatthh CCoosstt＞＞
ルートまでのパスコストを表示します。

＜＜BBrriiddggee IIDD＞＞
本製品のMACアドレスを表示します。

＜＜BBrriiddggee HHeell lloo TTiimmee（（11....1100sseecc））＞＞
1～10秒の間で設定できます。ルートブリッジは、自身がルートブ
リッジであることを他のスイッチに知らせるため、BPDUパケット
を2回送信します。Hello Timeは、1回目のBPDUパケットを送って
から2回目の送信を行うまでの待ち時間です。本製品がルートブリッ
ジでないときにHello Timeを設定すると、実際にルートブリッジに
設定された時点ではじめてHello Time設定が有効となります。
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＜＜BBrriiddggee MMaaxxiimmuumm AAggee（（ 66....4400 sseecc））＞＞
6～40秒の間で設定することができます。Maximum. Ageで設定し
た時間が経ってもBPDUパケットがルートブリッジ側で受信されな
い場合、本製品は自身のBPDUパケットを他のすべてのスイッチに
送信し、ルートブリッジとなるための許可を得ようとします。この
時点で本製品のブリッジ識別番号（Bridge Identifier）が一番低い場
合は、本製品はルートブリッジとなります。

＜＜BBrriiddggee FFoorrwwaarrdd DDeellaayy（（44....3300 sseecc））＞＞
4～30秒の間で設定できます。転送ディレイとは、本製品が
「Blocking」（ブロック）状態から「Forwarding」（転送）状態に移行
するまでの間に「Listening」（リスニング）状態でいる時間です。

＜＜AAppppllyyボボタタンン＞＞
設定された内容を有効にします。設定が済んだら、[Apply］ボタン
をクリックして新しい設定を有効にしてください。
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最大4ポート1グループまでのトランクを作成することが可能です。
メニューウィンドウ部分から「Trunk Config」ボタンをクリックし
てください。以下のウィンドウが表示されます。

＜＜SSeelleecctt ppoorrtt iidd ttoo bbee aaddddeedd＞＞
トランクグループに追加したいポート番号を選択します。リスト
ボックスから追加したいポート番号を選択してください。

＜＜AAdddd ttoo TTrruunnkkボボタタンン＞＞
リストボックスで選択されたポートをトランクグループに追加し
ます。

＜＜TTrruunnkk MMeemmbbeerrss＞＞
現在トランクグループに追加されているポートの一覧が表示され
ます。

＜＜RReemmoovveeボボタタンン＞＞
トランクグループに追加されているポートを削除します。

88.. TTrruunnkk CCoonnff iigg
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＜＜EEnnaabbllee//DDiissaabblleeリリスストトボボッッククスス＞＞
トランク機能の有効/無効を設定します。

EEnnaabbllee::トランク機能を有効に設定します。
DDiissaabbllee::トランク機能を無効に設定します。

＜＜AAppppllyyボボタタンン＞＞
システムに設定した内容を更新します。

最大で4組のVLANメンバーシップをポート毎に設定する事が可能
です。メニューウィンドウ部分から「VLAN Config」ボタンをクリッ
クしてください。以下のウィンドウが表示されます。

99.. VVLLAANN CCoonnff iigguurraatt iioonn
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＜＜SSeelleecctt ppoorrtt iidd ttoo bbee aaddddeeddリリスストトボボッッククスス＞＞
VLANに参加させたいポートを選択します。
Ctrlまたは、Shiftキーを押しながらクリックする事でポートをまと
めて選択することが可能です。

＜＜AAdddd ttoo VVLLAANN11～～VVLLAANN44ボボタタンン＞＞
VLAN1～4のうち参加させたいグループのボタンをクリックしてく
ださい。ポートリストボックスで選択されているポートがVLAN1～4
のいずれかのポートに追加されます。

＜＜VVLLAANN11～～44メメンンババーーウウィィンンドドウウ＞＞
現在の各グループのポート構成が一覧で表示されます。

＜＜DDeelleettee ボボタタンン＞＞
各グループの一覧で表示されているポートから選択されている
ポートを削除します。Ctrlまたは、Shiftキーを押しながらクリック
する事でポートをまとめて選択することが可能です。

＜＜AAppppllyy ttoo VVLLAANN11～～44 ボボタタンン＞＞
変更した内容をシステムに更新します。
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本製品は、TFTPサーバ経由で最新のアップデートファイルをダウン
ロードします。ここで設定された内容は、本製品の再起動時に実行
されTFTPサーバから自動的にファイルのダウンロードを行います。
メニューウィンドウ部分から「File Downloading Config」ボタンを
クリックしてください。以下のウィンドウが表示されます。

＜＜IImmaaggee VVeerrssiioonn//DDaattee＞＞
現在インストールされているソフトウェアのバージョンと作成さ
れた日時が表示されています。

＜＜DDoowwnnllooaadd SSeerrvveerr IIPP＞＞
アップデートファイルが置かれているTFTPサーバのIPアドレスを
入力してください。

＜＜DDoowwnnllooaadd FFii llee NNaammee＞＞
アップデートファイルのファイル名とパスを指定してください。

＜＜AAppppllyyボボタタンン＞＞
変更した内容をシステムに更新します。

設定完了後スイッチを再起動して大きいファイルのダウンロード
を開始します。

1100.. FFii llee DDoowwnnllooaaddiinngg
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ポートミラーリング機能を使用すると指定したポートのトラフィッ
クをポート24にコピーすることができます。これにより簡単にパケッ
トアナライザなどを使用したトラフィックの解析が可能になります。
メニューウィンドウ部分から「Port Mirroring Config」ボタンをクリッ
クしてください。以下のウィンドウが表示されます。

＜＜SSoouurrccee PPoorrtt＞＞
トラフィック等を解析したいポート番号を入力してください。
＜＜AAppppllyy ボボタタンン＞＞
変更した内容をシステムに更新します。

通信速度の速いポートから遅いポートへはミラーリングはできま
せん。例えば100Mbps設定のポートから10Mbps設定ポートへミラー
リングすると、スループットに障害が発生してしまいます。コピー
元のポートは、コピー先のポートと同じもしくはより低い通信速度
を設定してください。

1111.. PPoorrtt MMiirrrroorriinngg CCoonnffiigg

注注意意
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●機器を接続しているポートのLink/Act LEDが点灯または点滅して
いるか確認してください。消灯している場合は、本製品と接続し
た機器との間でリンクが確立していません。この状態では通信は
行えません。

●ケーブル不良の可能性があります。他の正常に通信が行えている
ケーブルと交換してください。

●接続しているポートを他のポートに替えてください。

●ポート1とUplinkポートを同時に使用していないか確認してくだ
さい。

●VLAN機能を使用している場合はVLANグループの構成が正しく
行われているか確認してください。VLANグループが構成されて
いる場合、同じVLANグループに所属している機器同士のみ通信
が可能となります。

●接続しているポートがTrunk接続用のポートに設定されていない
か確認してください。Trunk接続用に設定されているポートは
Trunk接続以外の用途には使用できません。

付付
録録
AA
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AAuuttoonneeggoott iiaatt iioonn機機能能ににつついいてて

付付録録BB
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ッットトワワーークク機機器器のの転転送送速速度度のの自自動動認認識識のの方方法法ととししててはは
AAuuttoonneeggoott iiaaiioonnととAAuuttoo--SSeennssiinnggのの22種種類類ががあありりまますす。。ここ

れれららのの方方式式ににはは以以下下ののよよううなな特特徴徴ががあありりまますす。。 付付
録録
ＢＢ

ネネ

●Autonegotiation（オートネゴシエーション）
IEEEにより規定された規格。Autonegotiation機能に対応した機
器同士を接続すると、機器間でネゴシエーション（交渉）を行い、
転送速度（10Mbps/100Mbps）および転送モード（全二重/半二重）
を自動的に選択します。

●Auto-Sensing（オートセンシング）

転送速度（10Mbps/100Mbps）を自動識別します。規格化はされ
ておらず、Auto-Sensing対応機器同士またはAuto-Sensing対応機
器とAutone-gotiation対応機器とを接続したときに自動認識が正
常に動作せず接続できない場合もあります。

本製品はAutonegotiat ion機能に対応しています。本製品に
Autonegotiation 対応機器を接続した場合は、転送速度
（10Mbps/100Mbps）および転送モード（全二重/半二重）を自動認
識します。しかし、本製品にAuto-Sensing 機能に対応した機器を
接続した場合、転送速度（10Mbps/100Mbps）の認識が正常に行
われない場合があります。この場合は接続する機器のAuto-
Sensing機能を無効に設定できる場合は無効にし、転送速度は
100Mbps、転送モードは半二重にそれぞれ固定してください。
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カカススケケーードド接接続続のの制制限限

付付録録CC
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カスケード接続とは、2台のハブのポート同士をツイストペアケー
ブルを使用して接続しハブのポート数を増やす方法です。
100BASE-TX では、IEEE802.3u 100BASE-TX Class II規格に準拠
したハブ同士であれば、他社製のハブであってもカスケード接続が
可能です。10BASE-Tでも、同様にIEEE802.3、10BASE-T規格に準
拠していれば、カスケード接続が可能です。
但し、100BASE-TXまたは、10BASE-Tでカスケード接続する場合、
ネットワーク上の任意の2台のノード間（例えば任意のワークステー
ション間）のハブの接続台数およびノード間距離に以下のような制
限があります（図C-1、図C-2）。特に、100BASE-TXにおいては、制
限が厳しくなっていますので注意が必要です。この制限を超えて、
ネットワークを拡張したいときには、スイッチングハブを使用します。
スイッチングハブを間に入れることにより、ハブ接続台数および
ノード間距離の制限がリセットされるため、スイッチングポートか
ら再びハブ接続台数並びにノード間距離をカウントすることがで
きます（図C-3）。また、スイッチングハブ同士のカスケードの場合
は理論的にはハブの接続台数は無制限になります。

付付
録録
CC

ハブ接続台数 最大ノード間距離
100BASE-TX 2台 205m
10BASE-T 4台 500m

表　カスケード接続の制限



82 カスケード接続の制限

付付
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図C-2 10BASE-Tでのカスケード接続の制限

図C-1 100BASE-TXでのカスケード接続の制限



付付
録録
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図C-3 スイッチングハブを使用したカスケード接続の制限
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オオププシショョンンモモジジュューールルのの
イインンスストトーールルとと製製品品仕仕様様

付付録録DD
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本製品には、100BASE-FXネットワークへの接続用に100BASE-FX
1ポートSCコネクタオプションモジュールが用意されています。

＜＜FFMMXXII--11SSCC＞＞
1ポート 100BASE-FX（SC）FastイーサネットスイッチMIIモジュー
ルです。
本製品背面の拡張MIIモジュールスロットにインストールして

100BASE-FX（SC）ポートを1ポート追加します。

付付
録録
ＤＤ

図D-1 FMXI-1SC MII モジュールフロントパネル



86 オプションモジュールのインストールと製品仕様

付付
録録
ＤＤ

＜＜SSCCポポーートト＞＞
SCコネクタタイプの光ケーブルを接続します。

◎◎背背面面拡拡張張モモジジュューールルススロロッットトへへののイインンスストトーールル

1.本製品の電源ケーブルを外して電源を切ります。

2.背面のオプションモジュールスロットのカバーを左右のネジを緩
めて取り外してください。

3.スロットにモジュールをインストールしてください。
※確実に奥まで差し込んでください。

4.インストールしたモジュールのパネルの左右のネジを使用して固
定します。

5.電源ケーブルを挿して電源スイッチをONにしてください。イン
ストールしたモジュールのが本製品に正常に認識されている場
合フロントパネル右下の［100Base-FX］LEDが点灯します。

図D-2モジュールのインストール



付付
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◎◎110000BBaasseeFFXXモモジジュューールルをを使使用用ししたた接接続続
1.本製品上の SC コネクタカバーを外し、保管してください。光ファ
イバケーブルと接続しない場合は、常にコネクタにカバーをつけ
てください。

2.ケーブルの一端を本製品のSCコネクタに接続し、もう一端を接
続先機器の光ファイバコネクタに接続してください。
ケーブルの接続は、RXとTXをそれぞれ接続します。接続が正常
な場合は、LinkLEDが点灯します。Link LEDが点灯しない場合は、
正常に接続されていませんコネクタの接続を確認してください。

◎◎ケケーーブブルルのの最最大大長長ににつついいてて
・使用できるケーブルはSCコネクタを装備した、マルチモード
62.5/125μmの光ファイバーケーブルです。ケーブルの最大長は
全二重モード時2Km、半二重モード時412ｍです。

本製品は光ファイバケーブル経由で信号を送る際、レーザーを使
用します。使用するレーザーはクラス1 レーザー製品規格に準拠し
ていますので通常の利用範囲においては目に対する影響はありま
せんが、電源投入時は絶対に光ファイバポートを直視しないように
してください。

注注意意



■■製製品品仕仕様様
＜＜対対応応標標準準＞＞
IEEE 802.3u 100BASE-FX

＜＜イインンタターーフフェェィィスス＞＞
SCタイプファイバポートｘ1

＜＜外外形形寸寸法法（（WW××DD××HH））＞＞
185mm×45mm×33.7mm

＜＜動動作作温温度度＞＞
0～40℃

＜＜動動作作湿湿度度＞＞
35%～85%（結露しないこと）
＜＜EEMMII＞＞
FCC Class A、CE Mark Class A、VCCI Class A

88 オプションモジュールのインストールと製品仕様

付付
録録
ＤＤ



製製品品仕仕様様

付付録録EE

89

＜＜対対応応標標準準＞＞
IEEE 802.3 10BASE-T イーサネット
IEEE 802.3u 100BASE-TX ファストイーサネット
IEEE 802.3d スパニングツリー
IEEE 802.3x フローコントロール
SNMPv1エージェント

＜＜デデーータタ転転送送速速度度＞＞
100BASE-TX 100/200Mbps（半二重/全二重）
10BASE-T 10/20Mbps（半二重/全二重）

＜＜ネネッットトワワーーククケケーーブブルル＞＞
10BASE-T カテゴリ3、4、5ツイストペアケーブル（100m）
100BASE-TX カテゴリ5ツイストペアケーブル（100m）

＜＜ポポーートト数数＞＞
10/100Mbps Auto Negotiation 対応ポート ・・× 24
MII拡張モジュールスロット ・・・・・・・・・・・・・・・・・・× 1
RS-232ポート ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・× 1

＜＜送送信信方方式式＞＞
ストア&フォワード

＜＜ババッッフファァ容容量量＞＞
12MByte

＜＜フフィィルルタタリリンンググアアドドレレスステテーーブブルル＞＞
最大2KのMACアドレスを学習可能

＜＜パパケケッットト転転送送//フフィィルルタタリリンンググ速速度度＞＞
100BASE-TX 各ポート148,800pps
10BASE-T 各ポート14,880pps

付付
録録
ＥＥ



90 製品仕様

付付
録録
ＥＥ

＜＜AACC入入力力＞＞
100-240 VAC、50/60 Hz

＜＜動動作作温温度度＞＞
0～40℃

＜＜動動作作湿湿度度＞＞
35%～85%（結露しないこと）

＜＜外外形形寸寸法法（（WW××DD××HH））＞＞
441mm×257mm×43.2mm

＜＜重重量量＞＞
3 Kg

＜＜EEMMII＞＞
FCC Class A、CE Mark Class A、VCCI Class A

＜＜安安全全規規格格＞＞
CE、UL、TUV、CUL



技術的なご質問、バージョンアップ等のお問い合わせは
お気軽に下記へご連絡ください。

なお「ユーザー登録はがき」をご返送またはホームページにて
ユーザー登録をおこなっていただいていない場合には、
一切サポートは受けられませんのでご注意ください。

フリーダイアル：0120-415977
FAX：03-3256-9207

受付時間
月曜日～金曜日（祭日は除く）
10:00～12:00・13:00～17:00

ご質問の受付やドライバのアップデートを
下記wwwサーバで行なっておりますのでご利用ください。

http: //www.planex.co.jp/

E-MAIL: info-planex@planex.co.jp

© Copyright 2000  PLANEX COMMUNICATIONS INC.  All rights reserved.
No.PMN-00-04-TN-FMX24I



技術的なご質問は、この2ページをコピーして必要事項をご記入の
上、下記FAX番号へお送りください。
プラネックスコミュニケーションズテクニカルサポート担当行

FFAAXX：：0033--33225566--99220077

送信日：　　　　　　　　　

質質 問問 票票

部署名

会社名

名前

電　話 ＦＡＸ

E-MAIL

型番
Product No. FMX-24I

24PORT FAST ETHERNET MANAGEMENT SWITCH製品名

製造番号
Serial No.

メーカー

型番

①
INTERFACE
CARD

ネットワーク OS

OS バージョン

バージョン②
ソフトウェア

メーカー

型番

その他使用中のカード（SCSI / Sound Card等） IRQ I/O ADDR

③
ご使用の
パソコン
について



⑤診断プログラムが添付されているカードの場合には、テスト結果
をご記入ください。

④使用区分　　□サーバー　　□クライアント

⑥トラブル（エラーメッセージ）発生時とその具体的な場所

⑦質問内容

□パソコン起動時

□ INTERFACE CARD構成時

□ CONFIG.SYS読込み中

□バッチファイル読込み中

□その他



この製品は、厳密な検査に合格したものです。保証期間内に、お客様の
正常なご使用状態の元で万一故障した場合には、本保証規定に従い無
償で修理をさせていただきます。

ご購入後１ヵ月以内に発生した故障については初期不良交換対象とな
ります。１ヵ月を過ぎた場合は修理扱いとさせていただきますのでご
了承願います。なお、弊社はセンドバック方式をとらさせていただい
ております。故障の場合には、製品をお客様送料ご負担にて郵送して
いただき、弊社まで修理をご依頼ください。

ただし、次のような場合には保証期間内においても、有償修理となります。

1.ユーザー登録を行っていない場合
2.購入日が明記されていない場合
3.取扱上の誤りによる故障及び損傷、不当な修理や改造などをされた場合
4.お買い上げ後の移動、落下または郵送などにより故障、損傷が生じた場合
5.火災、天災、地変、ガス害、または異常電圧により故障、損傷が生じた場合

※保証書は、日本国内においてのみ有効です。
※保証期間は、製品お買い上げ日より算定いたします。
※保証書は再発行いたしませんので、大切に保管してください。

保保 証証 規規 定定

■■ 免免責責事事項項 ■■
●火災、自身、第三者による行為、事故、お客様の故意または過失、誤用、その他の異状

と思われる条件での使用により発生した損害に関して弊社は一切責任を負いません。

●ユーザーズマニュアルの記載事項を守らないことにより生じた損害に関して、当社

では一切責任を負いません。

●本製品の使用または、使用不能から生じて付随した損害（事業の中断、事業利益の損

失、記憶内容の変化、消失等）に関して一切責任を負いません。



●弊社の保証規定を必ずご覧ください。●

都 府
道 県

内線

会社名
（個人名）

フリガナ

フリガナ

フリガナ

部課名

担当者名

住　所

電　話

F A X

E-MAIL

型番
Product No.

製品名

保証期間
Warranty

製造番号
Serial No.

購入店名
所在地

□個人使用　□法人使用（チェックしてください。）
※個人でご使用の場合には、個人名、および住所以降の欄にのみご記入ください。

24PORT FAST ETHERNET MANAGEMENT SWITCH

FMX-24I

西暦　　　年　　　月　　　日より　 年間3

保保 証証 書書



この度は弊社製品をお買い上げいただき誠にありがとうございます。弊社では製
品をお買い上げいただいたお客様にユーザー登録をお願いしております。ユーザー
登録を行っていただいたお客様には新製品情報、バージョンアップ情報、キャンペー
ン情報等さまざまな情報を提供させていただきます。また、製品の故障等でユーザー
サポートをお受けになるにはお客様のユーザー登録が必要となります。ぜひユーザ
ー登録を行ってくださいますようお願いいたします。

ユーザー登録は下記弊社インターネットホームページ上で受け付けております。
ホームページ上でユーザー登録を行って戴いたお客様には抽選でプレゼントを差し
上げております。ぜひホームページ上のユーザー登録をご利用くださいますようお
願いいたします。

hhttttpp::////wwwwww..ppllaanneexx..ccoo.. jjpp//

インターネットをご使用になれないお客様は、本マニュアル最終ページのユーザ
ー登録はがきをご使用ください。切り取って必要事項をご記入の上、弊社宛にご返送
ください。インターネット上でユーザー登録をされたお客様は、ユーザー登録はがき
をご返送いただく必要はありません。

ユユーーザザーー登登録録書書のの記記入入方方法法
ユーザー登録書をご記入いただく場合には、以下の事項を参考にしてください。

●“製造番号”には、パッケージ側面に貼られているバーコードシールの“S /N”ま
たは商品裏側に記されている内容をご記入ください。

● ユーザー登録書の表面の使用環境を忘れずに必ずご記入ください。サポート時
の参考情報とさせていただきます。

ググリリーーンンママーーククににつついいてて
本製品は、グリーンマーク事業に協賛し、パッケージに再生紙を
利用しています。グリーンマーク事業とは、紙のリサイクルを推
進することを目的とした事業ですが、併せて環境の緑化も目的
としています。パッケージ裏面にあるグリーンマークを、学校あ
るいは町内会、自治体単位で集め、財団法人古紙再生促進センタ
ーに送っていただくと、苗木、またはセンターオリジナルのノー
トが送られます。詳しくは、財団法人古紙再生促進センター（電
話 03-3541-9171）までお問い合わせ下さい。

見本

ユユーーザザーー登登録録ににつついいてて
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東京都千代田区神田須田町1-7
ウイン神田高橋ビル5F

『テクニカル・サポート担当』行

郵　便　は　が　き

お手数ですが
切手を貼り
ポストに

ご投函下さい。

使用
ネットワークOS

使用OS

使用機種

●ご使用になっている環境をお知らせください。
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電　話

F A X

E-MAIL

型番
Product No.

製品名

購入日

製造番号
Serial No.

購入店名
所在地

□個人使用　□法人使用（チェックしてください。）
※個人でご使用の場合には、個人名、および住所以降の欄にのみご記入ください。
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